
令和５年度 第１回 高士区地域協議会 

次 第 
 
                    日時：令和 5年 4月 20日(木) 午後 6時 30分～ 

                    会場：高士地区公民館 2階 大会議室 

 
 

延べ 1時間 30分 
 

１ 開  会                                   
                                 【2分】 

 

 

 

 

 

２ 議  題                                   
⑴ 協議事項                                【40分】 

 ・地域活性化の方向性について 

 

 

 

 

⑵ 自主的審議事項                             【45分】 

・旧高士スポーツ広場（旧高士中学校跡地）の活用策について 

  ・意見書の内容について 

 

 

 

 

 

 

３ そ の 他                                   
⑴  次回開催日の確認等                           【3分】 

 【第2回地域協議会】 

   ➢ 日時 ： 5月 18日（木） 午後 6時 30分から 

   ➢ 会場 ：高士地区公民館 大会議室 

   ➢ 内容 ：自主的審議 

 

 ⑵ その他 

 

４ 閉  会                                   

 



高士区の課題に関するグループワーク結果（１班） 
 

 

 

 

      

 

少子高齢化 

少子化 

国レベル 

人口減少 

話す機会少 

少 子 

人材不足 

時代に合わな

い組織 

女性活躍 
すると 

地域から離れる 

責任感 

欠如 

人 材 

慣習、慣例 

強い 

市会議員 

いない 

高齢層の 

保守的地域 

 

意識改革必要 

 

昔から 
横のつながり 

ない 

世代間交流 

集まる機会は

あるが↓ 

集団行動の 

意識がない 

交 流 

長いものに 

流れる地域性 

「ひと」に関する課題 
 

・少子化に加え、地域性も
あり、地域の活性化を牽引
する人材が不足している
のではないか 

・人材を育つと、課題であ
る交流不足も解消され、活
性化に向かうことが期待
できる。 

集う場所 

がない 

空き地や 

空き家ある 

集会の機会を 

有効活用して

いない 

商店がない 

場 所 

ひと 

地域協議会の

認知度低い 

成人年齢 

を変える 

高士地区の 

範囲を変える 

観光資源 

活用不足 

観 光 

会社、 

働き口不足 

経 済 

雪 

交通悪化 

移動手段 

不足 

交 通 

ない 

 

ない 

 

ない 

 

ない 

 

「もの」に関する課題 
 
・場所・観光・経済・交通 

 「もの＝ない」が目立つ 

 
・なくても活性化している
実例があるではないか 

例）妙高高原に集う外国人 
    ☟  

必要なのは 
「逆転の発想」 
ではないか 

 

（対策） 

・高士区以外の外部の

人から見た「高士区」を

聞き出せば、ない中から

何か高士区の良さが見

つかるかも。 

 

もの 

資料１－１ 地域活性化 



高士区の課題に関するグループワーク結果（２班） 

 

      

 空き家が多い 

空き家の管理 

空地も増えて

いる 

空 き 家 

空 き 地 

少子高齢化 

小学校の統合 

存続 

子どもが少ない 

少 子 高 齢 化 

人 口 減 少 

高齢者の 

交通確保 

コンビニが 

ない 

生活必需品の

確保 

買い物や通院のため

の交通の便が悪い 

交 通 

買 い 物 

（課題について） 
 
・少子高齢化やそれに伴う
様々な課題は、高士に限
ったことではない。 

 
・同じような条件でも元気
にやっている他の地区も
ある。（牧区など） 

 
・よい事例は参考にしたい。 

独身者が多い 

各種団体の 

繋がり 連携 
若い人の行事

参加が少ない 

若 い 人 の 

関 わ り 

少子高齢化が

進んでいる 

一人世帯高齢者

が増えている 

中学校跡地の 

有効利用 

違反ごみ 

食堂がない 

レジャー施設

がない 

住民が交流でき

る施設がない 

団体の 

活動の縮小 

世代間交流の

機会が少ない 

団体の担い手 

後継者の育成 

（世話役を嫌がる） 

若い人の流出

は防げない 

働く場所が 

ない 

南方の夜景が

綺麗 

高士の魅力は

何か？ 

若い人の活動

を支援したい 

 

・ふるまいや販売が充実。
花火も好評だった。 

 

・ふるまいの有料化も検討
し、今後もイベントを続
けていってほしい。 

 
・男の料理教室もイベント
でふるまってはどうか。 

高士ルミネ 

飯田の祭りは 

若い人の 

活気がある 

 
・課題に目を向けるばかりでは
なく、「今ある活動」を広げた
り継続することで、地域活性
化に繋がるのではないか。 

人口減少 

世帯数減少 

まとめ 



 

高士区における地域活性化の方向性（まとめ案） 

 

 

 

≪高士区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 構成要素 

・高士ルミネを継続、発展させながら、高士の良さと魅力を引き出す。 

・若い人の活動を地域ぐるみで支援し、高士の良さと魅力を引き出す。 

・今ある地域行事に新たな発想を加え、高士の良さと魅力を引き出す。 

・次世代を担える人材を育成しながら、高士の良さと魅力を引き出す。 

・旧高士スポーツ広場を活用しながら、高士の良さと魅力を引き出す。 

 

 

今ある資源を最大限に活用し、高士の良さと魅力を引き出す。 

資料１－２ 地域活性化 



意見書の内容に関するグループワーク結果 

  

 

 

 

 

      

 

花畑や散歩の 

できる広場 
芝生広場 

１班 

水やりのため 

水道が必要 

町内会長と話合い

の機会が必要 

広場の認知度を 

上げる 

２班 

人が見に来るなら 

安全ネットが必要 

ソフト（活動） 

広場にしておけば 

いつか他の用途にも使える 

ハード（整備） 

「夏祭りや塞の

神、体育大会」は

実態に合わない 

ソフト（活動） 

ハード（整備） 

花畑や散歩の 

できる広場 

芝生広場 

水やりのため 

水道が必要 

青木会長、井澤委員、上野委員、玄蕃委員 髙橋副会長、田中委員、塚田委員、日向副会長、松山委員 

資料２－１ 旧高士スポーツ広場 



意見書の具体的な内容について（事務局提案） 

 

 

≪まとめ案①≫ 

 旧高士スポーツ広場の活用策 

 

 

 

 

≪まとめ案②≫ 

提出までのスケジュール（案） 

4 月 具体的な配置の検討 

5 月 スポーツ広場の現場確認 

先進地視察 6 月 

7 月 意見書案完成 

8 月 
町内会長との意見交換会 

→意見書提出 

 

≪まとめ案③≫ 

具体的な配置の検討 

 

 

 

 

芝生・植栽・植樹により市民が集い、スポーツができる広場 

資料２－２ 旧高士スポーツ広場 


